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喜要 旨受 欽府やIt社}芝等が燃料 :t'(i{~(英文料， 十議改良材として日用されはじめているの しか

し，その原本は愉入材の昭一合が多く， 製材作までのi品収でみÎlJプIJ<117ぶされるため， 潟水に du長ずる Cl

が合まれるばかりでなく， これらを高点数料;ζ使用後のノ仁厩ìJ干の 1M合で i土家τ?ての JJlitH:!仰と ilJ;)↓とす

る Cl がf~まれている。-般に，これらに合まれる CI の浪皮がおいと? 燃焼がのHj~ fuÞ，や認作物のぺ」

J二問舎の j京悶となるおそれがあるが，との布告の材料iとつ;まれている Cl の寧γ号制定した資料は少ないの

今日， fi'ì'>仁状のなお数地伐の製材ユ;士号からf主J])えした輸入 f~ や河町村の3M府および、かI皮，よjc. t' V

敷いたスギおよびフツ。スギ犯行為t周厩!也市販のラワン出版ilBi('ついて CI のさ1 主たした。ま

すご， J 記の関と樹皮の一郎および Ibl肢のラワン百厩.f1[1:を対象に， CI の渋脱併について室内およ

び閥均実験を行ったη
ぷ，i!丹や樹皮 lζ合、まれるじ1 の奈は原本の貯木状態 l<g~翌年され， 出水町?イ\初出が比絞的長いと恩われ

る試料では]. 81% の高い例がみられたのに対し?二七均貯木をお閉しだ討;キ|では O.2~ぢであ勺ナニ。

ま 木ru在日巴における Cì のち?は話ごすiの担i ilU約 cjJの Cl のほにかなり影響される紡!f~が得られた。

なお，とれらの次料lと含まれる Cll;: ， ;j<が l 分存在すれば， J+較的作主JF lと訴わされるととが時]ちか

と t:;， っ?との

1.はじめに

従来， 鋸Wl やパ，ーク等の廃材は 1市首;廃Ít~t1;jとしてほとんど焼却あおいは投資されていたが， 近年lこ烹

lフ，有機ï~資源の円利用の切点から見直さ才1 ， パークば廃材堆i!L;5)引の i京料となり， ~ìl_il~H-i1 は家評の数料や

燃料としての利用度が高まっている c しかし，輸入外科特 Jと潟水!作木された木材中には，海水!とまれる

NaCI を土とじた Cl {訂干物 lと由米す乙 Cl が存夜しフ!竹本条件!とよっては 1司法l交を示す1) 場介があ乙。と

れ ιの廃材会不11)'けするとき p 合まれる Cl の及ぼグ影符について論議されている c グjえばパークなどは市

)j[U, {~後農地((施与すると今， :lH 胆化;J-る:当:~ i三添加物として使用されるふん lわの Cl や， 数料使用後の本

l'jJ民間 11) の Cl 等も介め3lGj濃度のじ!の f行f が作物の減収iとつながる i話もある 8) ま h 燃料として伎

mする場介でも Cl が炉!の .71?I iiÜ~ を(足す)íjll人i ともなりかねないっ

廃材 Ilj の Cl は昨夜中 lと i?i í!);~ t゚ ;1そむといわれるが， 他方， )字くヰH.iしたパーク中では下部 lと集積する 2)

との指摘もあるの とのような Y とかふ恥íJ日化後の Cl の治皮イ?を知るうえでも p また仙の井引と利1ね

する場合でも，注礎資料として，伐用|誌の Cl の-:-;-亙を知っておくことが必袋であろう。

ととでは，既~r;~4) Cノコアラスコ燃焼?去による Cl の:主誌につ~， ì て倹礼会行い， さらに庭料中の Cl 合主誌の円

安を似る目的で， 白山口〉製材 _Uゐ&iうλ らず毛以した J光村，および科技月11交のノヘ丘陵と f~まれる Cl の定量

1981年 1 月 20 !J受j芹

(1) 木材利用部

木村利用--17 W ood U tiJiza tion -17 
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表1.溌材の採 J玖池と Cl 忌 (女、I全乾物〉
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トドマツ S 1可 J 11 M1時間|9i 米スギB 前水 0.21 

!I B i 1/ o. 1211 '1 10 ラワンB 11 1. 56 

米ツガS 潟水@土場 。盆 1 811 11 1 1 ' 11 B 11 L 42 

S 海 ;J<. し 41 清水 12 米ツガB 1 11 0.78 

11 s 0.71 高 知 13 米マツ混合S 海水@上場 0.23 

米ツガ「混合 S 11 1. 81! I1 14 南方材S! 11 0.11 

ア ワ ン S 11 0.80 静岡産 15 ス ギ S 土 場 。

米スギS 11 O. いわき忌 16 11 S !I 。

11 

注) 樹穏 '11 の$ 日銀腐， B .，・パーク。

NO.14 は樹穏不明。

を行った。また，これらの試料に合まれる Cl の溶脱性についてこ e 三の実験を行った。

廃材の採取にど協力していただいたかたがたョ特に東京新木場の取崎 登氏?ならびに厩胞の製造〈提

供鋸屑の敷き込み〕や， CI ì!l}] í主用試料を提供して頂いた茨城県稲敷lìll主主的村成島 寅氏lζ感謝の意を哀

します。

2. 試料および方法

2. 1 廃材および厩肥試料

廃材の採取地と程類、原木時の貯木状態は表 1 ~こ示したが，依願して採取したものもあり，海水貯水期

間については大船渡のおよそ 2 週間の伊jを除いては不明である。廃材のうちノてークはウィリーミ Jレで粉砕

い鋸屑はそのまま怖い分けせず，よく 1毘ノf干して試料としたの

厩肥1[1 の CI 測定試料は， 市販品のラワン鋸!背厩肥と，肉牛飼育農家で敷料として使用中のマツ舗スギ

混合鋸屑，それに当研究室で提供したスギ鋸屑による厩肥である。試料の敷き込み:高舎は 1 わく 26m2 の

広さに仕切られた開放式で，コンクリー卜下打ちされた平面床に， およそ 2m3 ずつ試料を敷き込んだo

l わくの飼育頭数は牛の年齢により 5.~ 2 頭で，敷き込み~料の取り lt'，しは飼育家の判断にまかせ， 14'~ 

17 自問敷き込んだものである。飼育中に粗飼料として与えた稲ワラの籾大物を取り除いたほかは9 その

ま玄分析に供した。

2.2 CI の溶脱試験方法

CI の溶脱性については， J 記の鋸屑とノ守一クの一J部可部iおよび I市|有TQ版!反〈ふ“IA品l

を行つナたご O 室内ではj通車;常清守:泊の手法 lにζ;従;淀tい， 19 の試料lζ純71<.を 5 ， 10, 20, 100 ml ずつ加え，一定時開放置

あるいは振とうを行い 3 ろ別乾燥後，試料中の CI 残;序最を測定した。

同場での実験では，試料を袋Jご入れて二l二 lþP::J事め込んだ。との際，試料中への土壌混入を避け;J<.の透過

を白取にするため， ブイロンストッキングを利用しp 一定の大きさの袋状のものを二重lとして試料を入

れ予試料の厚さ lcm 程度lごし，泌さ 20cm の土壌中に埋め込み (A 夕、、 Jレーフ円入 45 日後掘りiJj した。さ

らに日を変えて試料の厚さを 2cm と G ， rJíj と同松[として埋め込み (B グループ入 15 日経過後試料を Inl

収，同時に埋め込み試料に接していた| 部と F部の土壌をおよそ 60ml ずつ採取し予それぞれに残存する

むを定量ました。土壌に滞罰する CI の定量には，フラスコ燃焼i去が適用できないので，水抽出物について
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測定した。

2.3 分析方法

[式料の分析に先だち，民u荘。コ分析法引について前半、i のJ反り扱

いやj街店条件を検討したり供試試料 i :J:ぶ !'i と i主い粉体のため，

そのままではかさばって取り扱いにくく，マクロ分析のような

試料を多く使用する J:øJ台のフラスコ燃焼には泡さない η 試料を

取り扱いや r くずるため ) IJ寸リ錠剤治会 :{"rLYxJえした j点j0 ，~~!r

(1ズ11) 与を}討し 0.2 .0. ，)誌な 11] 柱[た (c!:ldJ日化し ζ燃焼分W(ω

むよ事|としたり このうHFiィ終的には川 lとより Cl を定量

F るが， 泊夜l乙 50j?iゥア)C/コ~ノレを使片j するため， 1え{木の制

主主が祭雑である〉これ"";f:避けて， 品l1 JJえのみを!土JlI した Jj;;j{_'ìトこっ

いて怖定したところ，それのみ E も i ヒ L411j誌なことがわか"，こ

のご，市したお七半}のう〉析は，校九 T食休校ともアノレコーノレ

は使用しないで1 j ったり

3. 結果と

:i. 1 ;~品定条件の検討結果

Ii(l 1. !点の概時

t目立2% il:~ 曻.JI:f iこ伏汀]するイソソ「ロピノレプ jレコ ル lムィI;!iì;léul! 似の終末)，1 、

では常}討さ 1 も 0 0 しかし，試料を多く伎Jnずおう〉析では， とれの与える 231嬰は少ないとっ与一えられる。

;~i:lj~xË は， pH 1 付近 lご i州えした 50労ア Jレコ，_. )レ系 j夜で iJ ったとき， il;hj íじ rlliitJiのよ!.. 1. ;0'りが良<， 純

ノドのみではそれがやや傾斜するへ とれについてs 偲挙以来のjTl1R誌を変えて!r:ìjjJ:した l何者の I1判定 [111.(;ふを

11:".絞検討すると，柊氷点の iJIJ 総ノぞタ，ンは ([:;12) それぞれはほー〉とであ〉たにJ しノふし、抗体j伎が多し， 1 

き，または， 検体液 lドの Cl ~tJ:，[立が r'-'iJ いとさ松Wi.

j 包の ifí白量がj11iえるに{足い，と!HJ 似の litJi主ょノミ

きくなるが， 倹体液 "J: 20 ml 程度で，の
111¥1 

j円資単が 10 ml .~)、ドオでは， ド liJ :ti f/DIこ/えぎな廷は

-'で. , 
jふ 7.p ~) 7こ。
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2，米スギパーク 1 ， ラワンノミークl， と JI; Y;r ス 弁:

ギ剣Nオ 1 の 5 FE 8 食件、ぺをお}{，þ: ;;J\* i とし， 内íj jどの 11九

Jl三器さ l，';1俗化後， 燃焼分解して Cl の定年々をh っ

た。?せられた粘県(表 2) を比較すればその);は

わずかて、あり， 11;炉i を y く佼JIìする常用ぅ!析ーで

は，泊ú主 I1むとは純水のみを用いて上いものと判断
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表 2 異なる i商定条約による Cl の定量結泉 (対全乾物〕

弐
内

来、; I1話;と i夜

南方材

ウ ン

純ノk 系
241.6 
ヌ02.3

193.9 フ.72 0.96 O. 50 
178.4 2.88 L 02 0.57 

純 Jk 系
217.4 3.56 l 幽 26 0.58 
232 , 0 3.85 1. 37 0.59 

南方

ブ「ラ イ
l純 水 系

{アルコール 212.2 

ホ純水系 233.0 

215.4 
197.4 

純水系
199 固 3

163.9 

米スギノfーク i ア jレコーノレ系 180.1 
165.0 

231.8 
216.5 

~，~ 

天屯スギ 19~. 3 

3.2 廃材および!醒肥中の Cl 董

3.2 砂 1 g旨材 1[1 の C! 量

{共試断材 rjl の Cl 立を表 1 に1:Ií'7J; した。海1M主仙のなかったスギ鋸i百では? 分析により Cl が検出され

なかったのに対し，潟水貯木をされた木材からの廃材では， 合;白今主主の三~はあるがいずれも Cl が検出され

た。特lζ 東京;f;!r木場から採取した;心d;:jq rc� Iとは 5 196を越えるものが 4 試料もあり，最も多いもので1. 81% 

そ示した。 清水で採取した品料も比較的多く O. 78% であ勺た。 これらの地氏では専用の海水貯水場があ

るためp 貯水期間が比較的長くなること，さらに原木を海fわから引きとげてI汚ちに求IJ皮，製材を行ってい

る等のよ理由から，廃材は多量のi益分を含んだ状態で排出されるものと思われる。主111路の試料は多河}II~宇木

されたものであるが，これは原木の船松蛤i6i弘海上荷下ろしされ，筏組 lごして河口から 4km 上流の貯

木場まで運ばれている。従って海水接触期間も短く?かつ河jllぶによる塩分溶悦も起こるため 0.1% 程度

の績を示ヲものであろう。仙の工場 J 騎で採取した試料は，木材の輸入手続きが済み次第~~iぎにより 3 工

場内j 場に貯木される関係から，海水貯オくされる刻間が比較的短いと考えられ，さらに，土場貯木中の雨

水による表百付近の塩分がtH出される等の理由から~ O.29ô 程度の値になったと考えられる Q

3.2.2 厩肥中の Cl 量
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5lk半、H史!日後のmï!IBiと合まれるじ1.監を表 3 IこノJ ミ

した。 i[JWi厩肥では，数料使用的(三含まれている

Cl iこ，三矢面排ìîit約千I の Cl も加わ 'u ， I'r~ ，ij' i&1~肢を手、

すもω こ巧えられたが， 1也の試料と比絞して芯!こ

さ長い起J支の1. 0796 であった。数料取り替えi巾と

飼育わくごとに主 (J氏したマツ。スギ没?っ「厩肥につ

いてみると ， J戎l:j: 2 、自l品、の試料よりもむしろ子

牛の群飼いのブilと v く 3 およそ 0 ， 5 から LO先に

表 3，鋸屑 Iu;UJ巴 Itl の Cl !註

(対会乾物〉
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わたっていた υ また三I~ 研究主でjJB日大したじl を

、
二
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山
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ー
ト
ク

ス
]

まないス干、0)，':1討による J~引巴では， 0 ， 69.96ωCl か

検 LU された c 音tlド氾卜物件1 の CI の量は， 主， J料や食ιiの HD&.逗;に関係し貫 既日巴 rt1 口) Cl 1ft は， 音舎の消長-'

や l わく II -I o)ft，iJ 台間以，それに数料の敷さ込みお]問によって異なる。このう〉析結県から判断すれば市以是正

IJII~の駁仔9 数料に 1史片j される前の鋸討には 3 台まれていた Cl が少なかったものと忠われる。

3.2.3 CI 0)出J~~性

定内で行った静営状態℃の CI の俗;jl~ "1:は， 試料 19l乙 .:<J し /J'( 5 ml と:少E の助{，'ì， 7]'(がJよ料の膨 ζ

品質されるためかろ液も少なく J 1]とって#{i l'r ;fる CI も少なか d ヲた。 rtr でも rli販厩 8~\ f立，鋸屑そのままの

も ωよりも出脱水は低かった。試料Jこ対し JJくω鼠が増えるに従い治.i1~~~も進み， [:<13 1と íJ~すように事 ~;J( 20 

ml を加えたときヲ 211寺[i，:jで 6096 の泌脱を示し 8 時間後では， いずれの試料も 80浴

ナこ。また ζれらのバ料をあ、とうしたJ話会の溶 IJ)~H についてみると， 10 分自民とうで 80タ'6 Eしト

ったが， 30 分i長とつでもあまりぷはなかった(表 4 )0 このことはョ桃山口濃度と試料IIJ の Cl 濃度がp

し

上iヒ絞的短時間のうちにムド衡状態になるためと二与えられる。純水を. 100mll[j目ゃい 1 時間振とうをじっ

たときのi特別件~Lì 9596 前後となり， Cl のめ'!Jj~(土ほば完了したものとみてよかろう。

% 
;fi 90 t電7}: 5 mR 純水 I Orn f I 純水20mf
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青争遺待問

913択ツガノマーク No. 12，く):米ツガ出イ:-.j訳詞 No.6 ， ム:ラワン釘ヤ No.7，。省「甘販&!í:!J巴

凶 3. 静fP:状態における溶脱不
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降問

金iJ 容 降 ì~ 
甑 雨 90 ì.兄

1見 量 車:
70 ト 翻 1 

70 率
70 

震主 70 

50 ト 題 lso 
50 

50 

I . I I I 
30 

30 

l日田 !日 10 蕗一 i 0 

埋め込み日より回収日までの降雨経過
注:記号は図 3 と同じ

図 4. A グノレープの降雨量と溶ìJJ12答

表 4. 振とうによる溶脱率

(対全乾物)

振とう時間(分)
武 末、ト

)jミッガ混合鍵}汚

ラワンノf ーク

米ツガパーク

市販厩肥

米ツガ鋸屑

ラワン鋸屑

ラワンノてーク

?工) 試料 19 ，こ対し純水 20ml， ただし 60 分のみ純

7k 100ml, 

埋め込み日より回収日までの降雨経過
注.記号l土問 3 と同じ

図 5. B グループの降雨量と溶脱率

表 5. B ググ、/ルレ一ブ

(失対Iど会任乾物)

試 料

米ツガ混fT鋸屑

ラワン鋸 f討

コ!とツガ、パ p ク

市販)厩肥

間場内土壌に埋め込んだ試料 A グループにつ

いてP 埋め込んだ日より試料回収時までの降雨目

およびその雨盆と溶脱率を!ZI 4 ~と万三す。 ζ の期間

の総溺量は 217mm で，埋め込み試料のすべてが 95% 以上の浴脱率であった。京内での実験結呆から考

えて，試料回収時以前l乙 Cl のほとんどが溶脱していたものと思われる。また B グループでは埋め込み

期間中の総雨量が 103 mm であり ， ì容脱E容は 70% 合であ「た(図 5) 。 この理由は， 埋め込んだ試料の

厚さは A グループ lと比し 2 倍であることと， 降下ijの状態や埋め込み期間の影響によるものであろう。 B

グループの試料回収時に採取した土壌rtJ の Cl は 様ではなかったがp 試料上郊のものよりもトム郊の)Jに

多かった(表日)。 これは， 地表i討を流去する多量の雨/JえによるÌJtt亡よりも，水の地下浸透時による治l悦

が多いことを示しているの

以上の結果より厩肥中の Cl の溶脱は， 雨;]\さえあれば比較的短期間に進むものと思われるが，土壊中

に滞留する Cl もあり p 厩肥を耕地特 lこハウス内 lこ施用するときは， その量を十分考慮する必要があろ

つ。
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